
 
・応急処置の応援 
・「管理指導表」「個

別対応票」の確認 
・症状、経過の記録 
・周囲の生徒の管理 
・救急隊の誘導 
      など 

周囲の教職員 

《食物アレルギーに係る緊急時対応》 

 
 

アレルギー症状 

が出た！ 

 ●大声で応援を呼ぶ 

 ●近くの生徒に他の教員を呼ぶように伝える 

 

周囲の安全確認 

な
し 

あり 反応があるか？ 
 

・エピペンの注射 

・１１９通報 

・ＡＥＤの準備、実施 

①状態の把握 
症状は分単位で急速に進
行することが多い。観察者
は最低１時間は目を離さ
ないこと。 
・意識状態、呼吸、心拍等 

・症状、経過 

 

 

 

②応急処置 

・「管理指導表」「個別対応

票」に指示された対応 

・エピペンの注射 
呼吸困難がある時は 
すぐに使用する。 

 

一次救命処置 

・気道確保 
・胸骨圧迫 
・人工呼吸 
・ＡＥＤ 
 

 
状
態
の
悪
化 

  
・対応者への指示 
・救急車要請など各

種判断 
      など 

校長・副校長 

・「管理指導表」「個別対応票」の確認 

・保護者連絡、受診相談 
担任 

連絡・応援 

救急車要請の目安 
・アナフィラキシーの兆候が見られる 
・呼吸困難などの呼吸器症状の疑いがある 
・エピペンを使用した 
・管理指導表、主治医、学校医、保護者から指示がある 

アレルギー症状 

皮膚・粘膜症状：じんましん、かゆみ、目の充血 
呼吸器症状：咳、ゼーゼー、ヒューヒュー、呼吸困難 
消化器症状：吐き気、嘔吐、腹痛 
アナフィラキシーショック：血圧低下、頻脈、意識障害・消失 

発見者・養護教諭 

救急車の呼び方 
①救急車をお願いします 
②住所： 

南門または北中央門の住所 
③学校名：都立大泉高校 
④いつ 
⑤どこで 
⑥だれが（年、性別、氏名） 
⑦どこを（体の部位） 
⑧どうした 
⑨通報者氏名 

 

救急隊へバトンタッチ 
 

エピペンは職員室、中学養教
席の机内または本人 


